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私たちが描く世界


　金田保育園では、澁谷穂乃華（しぶやほのか）ちゃん（表紙写真右）と穐本結菜（あきもとゆいな）ちゃんが仲良くお絵描きしています。お絵描きは、創造力や表現力を育みます。

　今号では、絵を通して子育てを支える美術館の活動などを紹介します。



[image: 子どもを育てる絵]



　乳幼児向けのお絵描き教室や鑑賞ツアーは近ごろ、全国の美術館などで盛んに開かれています。

　見たり、描いたり……。絵は子どもの心の成長を助けます。

問：美術館　電話：0463-35-2111



美術館に広がる自分の世界


「すごい大きーい」

「あそこに何かいるよ」

　子どもたちが自分の体よりも大きな絵を見上げながら話しています。1月22日に吉沢保育園の課外授業として開いた平塚市美術館の鑑賞ツアー。

　『すき』『こわい』『ふしぎ』と書かれた3つのマークを、園児18人がそれぞれ感じた絵の前に置いていきます。

「この絵が好きな人ー」

「はーい」

　感想を聞かれて、手を挙げる子どもたち。作品の感想を話した後、ツアーの講師から解説を聞きます。

　「子どもたちとの対話を重視するために、美術館で指定した絵を見てもらうのではなく、初めに子どもたちの感想を聞くようにしています」と話すのは、美術館ワークショップで講師を務める「アートケアひろば」の冨田めぐみさん。近くの市町でも、子ども向けのワークショップを開いています。

　「作品の解釈に正解はありません」。冨田さんは自由に感想を述べることが子どもを成長させると話します。「自分も自由に意見を言っていいんだということを学んでくれたらいいですね」とほほ笑みます。絵の鑑賞は自己表現力などを育むと同時に、ほかの人の意見を聞くことで多様な視点を学べます。

　子どもは大人が驚くほどの観察力を持っています。「小さく描かれた絵を瞬時に見つけたり、潜在的なイメージを捉えたり、大人でも気付かないようなところを見ているんです」と話す冨田さん。鑑賞ツアーの際には、毎回、子どもたちの反応に驚かされるといいます。
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作品の感想を話そうとする子どもたち
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園児に感想を聞く冨田さん（右）




絵の中に写る気持ち


　「子どもの絵は自分の気持ちを表しています」と話すのは、こども発達支援室の臨床心理士、中嶋（なかじま）朋子さん（次上写真）。保育園にうまく適応できない園児の親からの相談で、園での様子を報告したり、家庭内の子育てにアドバイスしたりしています。

　相談の中には、子どもが描く絵の相談もあります。「『子どもが真っ黒な絵を描いて、心理状態が心配』などの相談が保育園や保護者からありますが、暗い絵でも表現することが大切なんです」と中嶋さんは話します。子どもは、まだうまく自己表現できないため、怒りや不満など、たまった感情を絵にぶつけることがあります。

　「一番心配なのは、ストレスなどをため込んでしまい、うまく発散できなくなってしまうことです」と指摘します。

　「単純に絵を描くだけではなく、コミュニケーションをとることが大切なんです」と話す中嶋さん。ただ「絵を描いて」と言っても何を描いたらいいのか分からずに、負担になることがあります。「子ども1人で絵を描かせるのではなく、一緒に描いたり、『何描いているの』『うまく描けてるね』などの言葉を掛けたりして、コミュニケーションをとりましょう」と話します。

　子どもは自分の表現にリアクションが返ってくると、絵を説明したり、うれしくてたくさん描いたりして、自信や意欲を持ちます。

　「自分はこれでいいんだと、ありのままの自分を認められることを『自己肯定感』と言います。子どもの発育段階では、自己肯定感を育てることはコミュニケーションの基礎をつくる上で重要です」と話します。「子どもにとっては、自分で描いた絵を褒められると一生の宝物になるんです」と中嶋さんはほほ笑みます。

問：こども発達支援室くれよん　電話：0463-32-2738
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子どもと一緒に絵を描いて話してみましょう





親子をつなぐ絵

　「子育てに行き詰まったり、子どもとどう接していいのか分からなかったりする時期に、子ども向けの展覧会は子育ての見通しを立てる良い機会です」と冨田さんは話します。

　乳児はまだ話せない頃から、指をさしたり、表情で表したりして自己主張をするようになります。親は子どもの発信するサインを見逃さず、話し掛ければ、子育てがスムーズになります。

　「子どもに全てを教えようとすると責任の大きさに押しつぶされてしまいます。子どもは自分で何かを感じて育つ力があります。美術を通して、子ども自身の育つ力を親御さんに知ってもらえるといいですね」と話します。

　また、「思春期を迎えた子どもは、幼少の頃の思い出を多く話す親に、愛情を感じるのではないでしょうか」とも話します。年齢を重ねると見る絵は変わります。幼少の頃に見た絵は大人になると覚えていないこともあるので、周りの大人が記憶しておきましょう。「子どもの頃に見た絵は、親子をつなぐ財産になります。それが将来、絵を通して、新たな出会いにつながっていくとうれしいですね」と笑顔を見せます。




鑑賞で学ぶマナー

　鑑賞ツアーには、毎回、たくさんの親子が参加します。参加者の中には美術館での鑑賞が初めて、という親も多くいます。自分は興味がなくても、子どものために鑑賞する親は多く、若い世代の参加が増えています。

　鑑賞ツアーの初めには「子どもが興味のある作品を見付ける」「見付けたらやりとりする」「興味のない作品は深追いしない」「順番通りに、一つずつ見なくても良い」「触れてはいけない作品の近くでは注意する」の五つの鑑賞のポイントを説明します。

　ポイントを押さえることで子どもたちは作品が大事なものだと理解します。そっと歩いたり、距離をとってみたり……。マナーを学ぶと、美術館内がより過ごしやすくなります。

　「最近はリピーターも増えています。それは、作品の見方を知って気が楽になったから」と話す冨田さん。

　多くの作品を展示している展覧会では、集中力が続かず、大人でも疲れてしまいます。疲れ果てた子どもは美術に対して良い印象を持たなくなります。「無理に全てを見る必要はありません。子どもが興味を持った作品を選んで見ましょう。子どもにとって一つでも心に響くような作品があれば、それは出会いなんです」と冨田さんは話します。




アートで広がる世界

　美術館では、課外授業とは別に、親子を対象とした鑑賞ツアーを平成24年度から開催しています。ほかにも、乳幼児や親子を対象にしたワークショップを開催しています。お絵描きなどを親子で楽しむ「赤ちゃんアート」や、廃材、牛乳パックで工作する「作って遊ぼうわくわくランド」など、子どもの感性を育む内容です。

　ワークショップを企画する安部沙耶香（さやか）学芸員は「普段は子どもがいて美術館に行きづらいという親子にも参加してもらえるようになりました」と話します。

　作品の持つ迫力は実際に見ないと伝わりません。「美術館で雰囲気を感じながら、鑑賞することが大事」と強調する冨田さん。絵は平面のものとして見ますが、実際には、表面がデコボコしていたり、キラキラしていたりする作品もあります。横幅10メートルを超える大きな作品もあり、本や画像では体験できません。

　「子どもたちには『美術の世界って面白い』と感じてほしいですね。ご家族もお子さんの感想に耳を傾けてみてください。子どもたちのさまざまな捉え方で、違った価値観を共有できるし、自分の世界が広がります」と語る冨田さん。安部学芸員も「アート教室では作品を鑑賞した後、絵を描きます。創造力を刺激して親子で絵を描いてみてください」と話し、子どもたちとの展覧会を楽しみにしています。



この絵なぁに？


「赤ちゃんたちのセレクション」（次囲み）に展示する作品を紹介します。
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	流・転・生
濱田（はまだ）樹里。平成23年。200センチ×1,680センチ。


　鳥、コイ、龍……。「流・転・生」を見てイメージするものは人それぞれです。

　ある子どもは、この絵を見て「雨だ」と話しながら、雨の絵を描きました。その様子に学芸員は驚きました。作品に雨は描かれていません。しかし、作家は幼少の頃に東南アジアに住んでいて、雨の多い東南アジアの印象をイメージの源泉として、絵に表現しています。子どもは絵の中に潜在的に含まれる雨のイメージを感じ取ったのではないでしょうか。
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	あううん・祈り
絹谷幸二。平成8年。193.9センチ×259.1センチ。


　2歳児になると作品を自分の感情で捉えます。中には「何これ？ あんよ？ おめめ刺さって痛いねぇ」と目に何か刺さっているのを見つけて痛みに共感する子どももいました。

　5～6歳児になると自分なりの物語を作って見るようになります。「突然変異して巨大に。骨がないみたい。時計の針が壊れている」と創造力を膨らませて見る子どももいました。




[image: 太陽の街]


	太陽の街
田澤茂（たざわしげる）。昭和43年。194センチ×259センチ。


　乳幼児の興味を引くモチーフであると言われる丸や赤が描かれている作品です。模様を見ると馬や鳥などの動物などがいます。

　1歳児は白や黒など色のコントラストがはっきりしている作品や、知っている動物などが描かれている作品に反応すると言われています。ひときわ目を引く「太陽」に触りたがる子どもたち。中には「大切な作品だから触らないよー」と話しながら、触りたい気持ちをこらえて近付く子どももいました。



[image: 春の所蔵品展]


　美術館では、親子の展覧会鑑賞ツアーを平成24年度から16回開催し、約580人が鑑賞に訪れました。親に子どもの反応を記録してもらい、反応が良かった作品45点を今回の所蔵品展で展示します。子どもの反応を紹介したパネルも掲示します。

　午前9時30分～午後5時（入場は午後4時30分まで）。月曜日休館。一般200円、高校生・大学生100円。20人以上の団体は一般140円、高校生・大学生70円。中学生以下・毎週土曜日の高校生・各種障がい者手帳の交付を受けている方と付き添い1人は無料。65歳以上で市内在住の方は無料、市外在住の方は団体料金です。

もっと親子で絵を楽しむために

①担当学芸員によるギャラリートーク　3月7日(土)午後3時～3時30分。展示室Ⅰ。観覧券が必要です。

②講演会「アートで育む親子コミュニケーション　美術館における子育て支援の実践」　3月14日(土)午後2時～3時30分。ミュージアムホール。

問：美術館　電話：0463-35-2111



応募方法



■募：応募方法（応募が必要です）　問：問い合わせ


■必要事項とある場合、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、2月23日（月）午前8時30分から受け付けます。


■メールの応募の場合　@以下にcity.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。



[image: 記入例と市役所へのマップ]





募集


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


公募委員になってまちづくりに参加しよう


　まちづくりについて話し合う会議に参加して、市民の皆さんの目線で意見を出しませんか。ご参加をお待ちしています。募集期間はいずれも3月20日（金）午後5時までです。



子ども・子育て会議

　任期は4月1日から2年間。次の条件を全て満たす方3人（選考）。①4月1日現在、市内に1年以上在住の高校生を除く18～75歳②会議を構成する委員の選出団体に属していない③市のほかの審議会などの委員ではない④平日に開く会議に出席できる。

募：本館7階の保育課　電話：0463-21-9842　FAX：21-9738　メール：hoikuka@や市ウェブにある申込書を、郵送・ファクス・メールまたは直接、同課へ。



下水道運営審議会

　任期は7月1日から2年間。次の条件を全て満たす方2人（選考）。①市内に1年以上在住で、公共下水道の供用開始地区に住んでいる②7月1日現在で、高校生を除く18～75歳③市のほかの審議会などの委員ではない④平日に年2回程度開く会議に出席できる、など。過去に同委員の経験のある方は応募できません。

募：本館6階の下水道経営課　電話：0463-21-8785や公民館、市ウェブにある申込書に記入し、本人が直接、同課へ。



市地域防災計画（改訂素案）への意見


　案の内容は3月19日（木）まで、公民館・市民活動センター・市ウェブなどでご覧いただけます。

募：意見・必要事項（団体の場合は団体名と代表者名も）を、郵送・ファクス・メールまたは直接、3月19日（木）までに、本館3階の災害対策課　電話：0463-21-9734　FAX：0120-704589　メール：saigai@へ。



選挙事務の臨時職員


　投票所で投票用紙を渡す事務などをする臨時職員になりませんか。

　市内在住・在学の高校生を除く18歳以上の方。午前6時30分～午後8時30分。勤務の前日に2時間程度の準備があります。時給940円。

募：本館5階の選挙管理委員会事務局　電話：0463-21-8795や市ウェブにある登録用紙を、本人が直接、3月31日（火）までに、同事務局へ。簡単な面談をします。



リサイクルプラザ　ボランティア運営委員


　リサイクルプラザで開く体験教室や「くるりんまつり」に協力するボランティア運営委員になりませんか。

　次の条件を全て満たす方10人①市内在住・在勤・在学の高校生を除く18歳以上②平日の昼間に、年10回程度開く会議などに出席できる。

募：必要事項・年齢・応募動機を、郵送・ファクス・メールまたは直接、2月20日（金）～3月20日（金）に、〒254-0014四之宮7-3-5リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301　FAX：54-6530　メール：kururin@へ。



馬入花畑の会で活動しませんか


　馬入・光と風の花づつみで月4～8回程度の草取りや種まき、年2回のポピーやコスモスの摘み取りイベントなどをします。年500円。

募：電話で、みどり公園・水辺課　電話：0463-21-9852へ。



図書館の床面マットに広告を掲載しませんか


　年間約38万人が来館する中央図書館と、約16万人が来館する西図書館の床面マットでPRしませんか。

　3枠程度（先着順）。詳しくはお問い合わせください。

募：電話で、トーカイ東京営業所　電話：03-6832-3098へ。



小規模な修繕を請け負う事業者の登録申請


　「小規模工事等随意契約適格者名簿」への登録申請を受け付けます。資格の有効期間は4月1日～平成29年3月31日です。

募：市ウェブや本館5階の契約検査課　電話：0463-21-8780にある申請書を、3月2日（月）～16日（月）の平日午前8時30分～午後5時に、直接、同課へ。



やすらぎ回廊「緑と文化の湘南丘陵の道」を歩く


　平塚八景に指定されている松岩寺や霧降りの滝（次写真）などを巡ります。

　3月22日（日）午前8時30分～正午。荒天の場合は29日（日）に延期。東横イン湘南平塚駅北口I（明石町1-1）前集合。小学生以上の方20人（抽選）。小・中学生は保護者同伴。飲み物。汚れてもよい服装・運動靴でお越しください。

募：必要事項・年齢を、電話・メールで、2月20日（金）～3月16日（月）に、商業観光課　電話：0463-35-8107　メール：shokan@へ。
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スポーツ施設の技術員


　バッティングパレス相石スタジアムひらつかやShonanBMWスタジアム平塚で、試合運営のサポートをしませんか。

スコアボード点示員　得点操作・選手名の入力など。

放送員　野球場でのアナウンスなど。

　市内在住・在勤・在学の高校生以上の方、各5人程度（選考）。実技研修があります。

　施設利用者からの依頼を受けて活動します。パートやアルバイトなど、市や総合公園と雇用関係のある業務ではありません。

募：電話または直接、月曜日を除く、2月20日（金）～3月4日（水）に、総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233へ。



地域の行事に役立つイベント用品を貸し出します


　自治会や子ども会などの地域活動用にイベント用品を貸し出しています。

　4～9月の先行予約を受け付けます。貸出期間は5日間以内。抽選。先行予約期間終了後は、先着順。

　貸出品はポップコーン機、綿菓子機、かき氷機、発電機、焼きそば台、焼き物機、おでん鍋、テント、ワイヤレスマイク・アンプ。

募：電話で、3月2日（月）までに、協働推進課　電話：0463-21-9618へ。



布ぞうり作り教室


　好きな色の布を使って、自分だけのぞうりを作ります。

　3月6日（金）午前9時～正午。リサイクルプラザ（四之宮7-3-5）。16人（先着順）。不要な布・はさみ・物差し・ピンセットなど。

募：電話で、リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301へ。



ひらつか環境ファンクラブの活動発表会


　地球温暖化対策などの活動に取り組んだ団体の活動発表や、「地球温暖化の現状と未来予測　今、何をすべきか」がテーマの講演をします。

　3月7日（土）午後1時30分～4時20分。中央公民館。150人（先着順）。

募：必要事項を、電話・ファクス・メールで、環境政策課　電話：0463-21-9762　FAX：21-9603　メール：kankyo-s-event@へ。



春の勾玉（まがたま）づくり教室


　カラフルな粘土や淡いピンク色のサクラ石で作ります。

　午前9時30分～正午。埋蔵文化財調査事務所。小学生以上の方、各30人（抽選）。小学生は保護者同伴。軍手、筆記用具など。

粘土で作る勾玉　3月26日（木）。250円。

サクラ石で作る勾玉　27日（金）。350円。

募：希望コース・必要事項（小学生は保護者の氏名も）・参加人数（高校生以下は学校名と学年も）を、はがきで、3月5日（木）までに、〒259-1215寺田縄43-1埋蔵文化財調査事務所　電話：0463-59-3981へ。



花のふれあい教室


　鉢を作り、市内の花農家の温室を見学します。

　3月26日（木）午前9時～午後0時30分。青少年会館など。小学生と保護者20人（抽選・初めての方を優先）。500円。

募：教室名・必要事項・児童の学年・参加経験の有無を、はがき・ファクス・メールまたは直接、3月8日（日）までに、〒254-0041浅間町12-41青少年課　電話：0463-32-7029　FAX：31-1441　メール：seishonen@へ。



就職に役立つパソコン講座と相談会を開きます


パソコン講座　ワードやエクセル、パワーポイントの基本的な技術を学びます。

　3月10日（火）～12日（木）、全3回、午前9時30分～午後5時。勤労会館。市内または近隣市町村に在住で、就職を希望する15～39歳の方15人（先着順）。

ニート向けの就職相談会　3月20日（金）午前10時～午後5時。青少年会館。15～39歳の就労希望者と保護者8組（先着順）。

募：電話で、県西部地域若者サポートステーション　電話：0465-32-4115へ。



ビジネスマナー講座


　接遇や電話応対など社会人に必要なビジネスマナーの基礎を身に付けます。

　3月23日（月）午前9時30分～午後4時。勤労会館。市内在住・在勤・在学の39歳以下の方30人（先着順）。

募：氏名・性別・年齢・就職状況を、電話・ファクスで、産業振興課　電話：0463-21-9758　FAX：21-9759へ。



犬の散歩マナー教室


　3月22日（日）午前10時～正午。雨天の場合は28日（土）に延期。ひらつかサン・ライフアリーナ前広場。1年以内に①狂犬病予防接種を受け注射済票がある②ジステンバー・パルボなどのワクチン接種をしている犬20頭（先着順）。飼い主1人に付き1頭。小学生以下は保護者同伴。普段使用しているリードと首輪。ロングリードは使用できません。

募：電話または直接、2月23日（月）午前9時から、ひらつかサン・ライフアリーナ　電話：0463-25-0011へ。



渋田川桜まつりフリーマーケットの出店者


　渋田川桜まつり（次写真）でフリーマーケットに出店しませんか。

　4月5日（日）午前10時～午後3時。23店（抽選）。1000円。

募：必要事項・出店内容（食品は除く）を、往復はがきで、3月10日（火）までに、〒254-0081豊田打間木692-5渋田川桜まつり実行委員会の岸　電話：0463-53-2181へ。
[image: 渋田川桜まつりフリーマーケットの出店者]




女性創業応援セミナー


　創業して間もない女性、創業を考えている女性を応援するセミナーを開きます。講演「なでしこブランドが教えるクロスメディアの活用」と交流会があります。

　2月26日（木）午後5時～8時。平塚信用金庫本店（紅谷町11-19）。創業後5年未満の女性経営者・創業を考えている女性50人（先着順）。交流会は2000円。

募：平塚信用金庫各店または、同金庫ウェブにあるチラシを、ファクス・メールで、同金庫営業推進課　電話：0463-24-3082　FAX：24-3094　メール：sb1286100@hiratsuka-shinkin.jpへ。



馬入水辺の楽校（がっこう）で自然と触れ合いましょう


エコアップ隊員を募集

　生き物でいっぱいの水辺の環境をよくする活動や生き物観察などをします。

　毎月1回程度開催。3月21日（祝）に相模リバーセンター（中堂246−2）で説明会を開きます。小学生以上の方60人（抽選）。小学生は保護者同伴。年4,000円・家族会員は年5,000円、エコアップ隊員手帳代200円・開催ごとに保険料1人100円。イベントにより、参加費を別途徴収します。

募：全員の必要事項・年齢・メールアドレスを、往復はがきで、3月8日（日）までに、みどり公園・水辺課　電話：0463-21-9852へ。
[image: 馬入水辺の楽校（がっこう）で自然と触れ合いましょう]

楽しみながら身近な環境を学びます




馬入水辺の楽校自然展を開催

　生き物の写真や子どもたちが作った自然の新聞の展示、草笛教室などをします。

　3月14日（土）午前9時30分～午後3時。雨天の場合は15日（日）に延期。文化公園（浅間町）。

問：みどり公園・水辺課　電話：0463-21-9852



お知らせ


自動車・バイクなどの廃車手続きはお早めに


　車両本体を処分しても4月1日（水）までに廃車手続きが済んでいないと、平成27年度の軽自動車税が課税されます。業者などに依頼して車両を処分した方や盗難に遭った方は、廃車手続きが済んでいるか確認してください。

　種別や排気量によって廃車手続きの窓口が異なります。

125㏄以下の原動機付き自転車や小型特殊自動車　本館7階の市民税課。ナンバープレート・標識交付証明書・運転免許証などの本人確認ができるもの・印。

二輪車（126㏄以上250㏄以下）　軽自動車協会湘南支所（東豊田369-14）　電話：0463-54-8796二輪車（251㏄以上）　湘南自動車検査登録事務所（東豊田369-10）　電話：050-5540-2038

三輪・四輪の軽自動車　軽自動車検査協会湘南支所（東豊田369-13）　電話：050-3816-3119

問：市民税課　電話：内線2267



不動産の公売


　市税滞納のため差し押さえた不動産を、東京国税局と一括で公売します。

　3月3日（火）午後1時30分～2時35分。東京国税局（東京都千代田区大手町1-3-3）。詳しくは、市ウェブをご覧ください。

問：納税課　電話：0463-21-8769



春季全国火災予防運動


　3月1日（日）～7日（土）に春季全国火災予防運動を実施します。空気が乾燥して火事の起きやすい季節です。火の取り扱いには注意しましょう。

　1日に防火キャンペーンなどをします。

湘南ひらつか織り姫の特別査察　午後2時。ラスカ平塚（宝町1-1）。

少年消防クラブの防火キャンペーン　①午後2時。平塚駅東口改札②午後2時45分。OSC湘南シティ（代官町33-1）。

問：予防課　電話：0463-21-9728



公益信託ひらつか市民活動ファンドの助成審査会


　平成27年度の助成事業を審査します。

　3月14日（土）午後2時。市民活動センター。

問：協働推進課　電話：0463-21-7534



八幡山の洋館でコンサート


　マリンバとピアノのコンサートを開きます。

　3月8日（日）午後2時開演。旧横浜ゴム平塚製造所記念館。60人（当日先着順）。1500円・小学生500円。

問：社会教育課　電話：0463-35-8124



ひらつか市民合唱祭


　36団体が出演します。

　3月8日（日）午前10時開演。市民センター。

問：まちづくり財団文化事業課　電話：0463-32-2237




4月1日から自転車等放置禁止区域を拡大します


　JR平塚駅周辺では、放置された自転車などが歩道を狭め、高齢者や障がいのある方、救急車など緊急車両の通行を妨げています。

　この問題を解消するために、4月1日から駅北側旧東海道の宮の前・老松町周辺、宝町公園周辺の一部を対象に、自転車等放置禁止区域を拡大します（次地図）。

　禁止区域内に放置された自転車と50㏄未満の原動機付き自転車は田村自転車等保管場（田村9-25）へ移動します。引き取りは、年末年始を除く、月曜日～土曜日の午後1時～5時です。自転車などの鍵・免許証などの本人確認書類・保管料（自転車2,000円・原動機付き自転車4,000円）が必要です。保管期間は2カ月です。早めに引き取りに来てください。

問：交通政策課　電話：0463-21-9840
[image: 4月1日から自転車等放置禁止区域を拡大します]




[image: 春の花き展]


　平塚で栽培した鉢花やバラなどを展示・販売します。

　3月5日（木）～8日（日）、午前10時～午後6時30分（8日は午後3時まで）。市民プラザ。

　8日（日）は花育ボランティアの「花伝道師」による花育体験もできます。

問：農水産課　電話：0463-35-8103
[image: 春の花き展]




撮影技術を身に付けよう


　家族の成長や日々の風景を写真に収めるのに便利なデジタルカメラ。撮影技術を学んでもっと素敵な写真を撮りませんか。



シーン別に学ぶ一眼レフ初心者講習

　運動会や七五三など、シーン別に撮影方法を解説します。

　3月14日（土）午後1時～4時。中央公民館。デジタル一眼レフカメラをお持ちで、お子さんのいる20～49歳の男性15人（抽選）。デジタル一眼レフカメラ・取扱説明書。

募：必要事項、お持ちのカメラのメーカー・機種を、はがき・電話・メールまたは直接、2月20日（金）～3月1日（日）に、〒254-0047追分1-20中央公民館　電話：0463-34-2111　メール：chuo-k@へ。各地区公民館の窓口でも受け付けます。



ステップアップしよう！初級教室

　事前に撮影された写真を見て講義をします。工夫した撮り方を学びませんか。

　3月25日（水）午前9時～正午。ひらつかサン・ライフアリーナ。小学生以上の方20人（先着順）。小学生は保護者同伴。デジタルカメラ・撮影した写真を2枚保存したSDカード・筆記用具・上履き・飲み物など。

募：電話または直接、2月23日（月）午前9時から、ひらつかサン・ライフアリーナ　電話：0463-25-0011へ。




健康と福祉

応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


食生活改善推進員になりませんか


　保健センターなどで、地域の食生活を改善するボランティア活動をします。養成講座を受講して、一緒に活動しませんか。

　4月～12月、全12回。保健センターなど。市内在住・在勤の方35人（先着順）。実費を負担。

募：電話で、健康課　電話：0463-55-2111へ。



体験ウオーキング教室


　講習や短距離ウオーキングをします。

　3月10日（火）午後1時30分～3時。保健センター。飲み物・タオル・室内用運動靴・屋外用運動靴。

問：健康課　電話：0463-55-2111



元気応援ポイントの説明会


　市内の介護保険施設などで、高齢者の話し相手や趣味を生かす活動をするとポイントがたまります。たまったポイントは、市の名産品・農水産物加工品の詰め合わせセットや交付金に交換できます。

　3月4日（水）午後1時30分～3時。福祉会館。65歳以上の方。

問：福祉会館　電話：0463-33-0007



こども発達支援室「くれよん」ことばの発達相談


　こども発達支援室「くれよん」では、平成27年度から幼児のことばの発達に関する相談を拡充します。なお、子ども教育相談センター（浅間町4-3）の「幼児ことばの教室」は、3月末に閉室します。

問：こども発達支援室くれよん　電話：0463-32-2738・子ども教育相談センター　電話：0463-36-6013



家族介護教室


　介護をする方の体力・健康度について考えます。無理せず介護に取り組みましょう。

　3月26日（木）午後1時30分～3時30分。花水公民館（桃浜町34-34）。市内在住で要介護の高齢者を介護している家族ら15人（先着順・10人に満たない場合は中止・福祉や介護の事業所の関係者は除く）。動きやすい服装・飲み物・筆記用具。

募：電話で、桜ケ丘ケアセンター　電話：0463-30-1212へ。



今から考えよう　老後の安心設計


　任意後見制度と遺言について行政書士が話します。

　3月25日（水）午後1時30分～3時30分。保健センター。市内在住・在勤の方100人（先着順）。

募：電話で、高齢福祉課　電話：0463-21-9621へ。



ゆめクラブ　湘南平塚大学講座


　「地域社会で仲間と生き生き人生を」がテーマの老人クラブの講座です。会員でない方も参加できます。

　3月11日（水）午後1時30分～3時30分。中央公民館。市内在住の60歳以上の方100人（当日先着順）。筆記用具。

問：平塚市老人クラブ連合会　電話：0463-36-7227



オストメイト講演会


　講演「がんの再発と予防について」と相談会があります。

　3月22日（日）午後1時30分～4時30分。市民活動センター。人工肛門・人工ぼうこう保有者とその家族ら70人（当日先着順）。

問：障がい福祉課　電話：0463-21-8774



県障がい者スポーツ大会に出場しませんか


　②～④は荒天中止。

①ボウリング・アーチェリー　4月5日（日）湘南とうきゅうボウル（藤沢市遠藤滝ノ沢）・県総合リハビリテーションセンター（厚木市七沢）②フライングディスク　19日（日）秦野市中央運動公園（秦野市平沢）③陸上（身体障がい者）　5月10日（日）県立体育センター（藤沢市善行）④陸上競技（知的障がい者）　17日（日）県立体育センター⑤水泳　7月5日（日）さがみはらグリーンプール（相模原市中央区横山）⑥卓球・サウンドテーブルテニス　12日（日）寒川総合体育館（寒川町宮山）

募：直接、①②は3月2日（月）③は9日（月）④は16日（月）⑤は5月25日（月）⑥は6月1日（月）までに、本館1階の障がい福祉課　電話：0463-21-8774へ。



日赤救急法基礎講習会


　抽選。

①救急法基礎講習会　心停止した人の救命率を上げるため、一次救命処置を学びます。講習後に検定試験があります。3月15日（日）正午～午後4時。中央公民館。中学生を除く15歳以上の方30人。1500円。

②健康生活支援講習支援員の資格継続研修　14日（土）正午～午後4時。勤労会館。資格があり、認定証の有効期限が1年未満の方10人。400円。

募：講習名・開催日・必要事項・生年月日（②は以前に取得した認定証の写しも）を、①ははがき②は郵送で、2月27日（金）までに、福祉総務課　電話：0463-21-9862へ。認定証を紛失した場合は、事前に赤十字神奈川県支部　電話：045-681-2123で再発行の手続きをしてください。



湘南地区の看護師・看護学生の合同就職説明会


　2月28日（土）午前11時～午後3時。藤沢名店ビル（藤沢市南藤沢2-1-1）。

募：氏名・電話番号を、メールで、病院総務課　電話：0463-32-0015内線3196　メール：byoin-s@へ。メールは件名を「就職説明会参加」に。



肝臓の会神奈川　講演会


　「C型肝炎の最新治療と今後」をテーマに、平塚市民病院の消化器内科医が講演をします。

　3月7日（土）午後2時～4時。平塚プレジール（八重咲町3-8）。60人（当日先着順）。

問：肝臓の会・神奈川事務局　電話：080-7085-4266



[image: 子どもの健康3月]


　会場は保健センターなど。母子健康手帳をお持ちください。詳細は、市ウェブをご覧ください。

問：健康課　電話：0463-55-2111



◆母親父親教室

　妊娠8カ月以降の方とその家族。

★お産の進み方など　祖父母教室も開催します。
　9日（月）午後1時30分～3時15分。

★赤ちゃんの特徴と育児など　21日（祝）午後1時30分～3時15分。




◆育児相談

　4日、11日、18日の水曜日、午前9時30分～10時30分。




◆すくすく子育て教室（予約制）

　赤ちゃんの病気と育児、触れ合い遊びの紹介など。ブックスタートもあります。

　18日（水）午後1時30分～3時15分。5～6カ月児。




◆歯科健康診査（予約制）

　11日（水）午後1時～2時30分。26日（木）午前9時～10時30分。2歳1カ月児～2歳6カ月児。




◆歯っぴい　はみがき教室（予約制）

　歯みがき準備期編。7日（土）午前10時～11時。8～12カ月児。




◆乳児の個別健康診査

　実施医療機関へ直接お申し込みください。実施医療機関の一覧表は、市ウェブまたは保健センターにあります。4カ月児・8～10カ月児。




◆離乳食教室（予約制）

★5・6カ月児　13日（金）午後1時30分～2時40分。

★7・8カ月児　6日、27日の金曜日、午後1時30分～3時。

★9カ月児～1歳6カ月児　25日（水）午前10時30分～11時30分。

★ダイジェスト版離乳食教室　離乳食の開始から卒業までのポイントを解説します。22日（日）午前10時30分～正午。中央公民館。5カ月児～1歳6カ月児。




小椋（おぐら）久美子さんバドミントン教室


　「オグシオ」の愛称で知られ、全日本総合選手権女子ダブルスで5連覇、北京オリンピックで5位に入賞した小椋久美子さん。現在はスポーツインストラクターとして活動する小椋さんが、3月29日（日）に開催する市民スポーツフェスティバルでバドミントン教室とトークショーを開きます。この機会にバドミントンを習いませんか。

　3月29日午後1時30分～3時。トッケイセキュリティ平塚総合体育館。バドミントン経験のある市内在住の小学生20人・中学生20人・高校生以上の方40人（抽選）。体育館用シューズ・ラケット。

募：教室名・必要事項・小学生、中学生、高校生以上の区分を、往復はがきで、3月13日（金）までに、〒254-0074大原1-1まちづくり財団スポーツ事業課　電話：0463-35-0102へ。
[image: 小椋（おぐら）久美子さんバドミントン教室]





お知らせ掲示板



新体操＆体操競技フェスタINひらつか

　大学生・高校生・子どもたちの演技をご覧ください。上履きを必ずお持ちください。

　3月7日（土）午後0時30分～4時30分。トッケイセキュリティ平塚総合体育館。

問：フェスタ事務局　電話：090-7807-4169




平塚油彩会展

　中央公民館で描いた油彩画を展示します。

　2月26日（木）～3月3日（火）、午前10時～午後6時30分（3日は午後3時まで）。市民プラザ。

問：平塚油彩会の市川　電話：0463-58-5086




アート21油彩画展

　静物画や人物画、風景画などを展示します。

　3月10日（火）～15日（日）、午前9時30分～午後4時30分（10日は午後1時から、15日は午後4時まで）。美術館。

問：アート21の伊藤　電話：0463-55-0005




フォト四季写真展

　21人の会員が撮影しました。

　3月3日（火）～8日（日）、午前9時30分～午後4時50分（3日は午後1時から、8日は午後4時まで）。美術館。

問：フォト四季の苅田（かりた）　電話：0463-22-1103




マジック発表会

　プロのマジシャンも出演します。

　3月14日（土）午後1時～5時。中央公民館。

問：湘南ひらつかマジシャンズの福原　電話：080-6689-4054




湘南カラオケ同好会　愛唱会

　歌と舞踊を発表します。

　3月14日（土）午前10時30分～午後3時。市民センター。

問：湘南カラオケ同好会の小林　電話：0463-22-9002




[image: 入学の準備をしましょう]


入学通知書を確認してください

　4月に新たに小・中学生になる方がいる家庭には、1月下旬までに、入学通知書を郵送しました。通知書が届いていない方や記載内容に誤りがある方は、ご連絡ください。

　対象は平成20年4月2日～平成21年4月1日生まれの新小学校1年生と、平成14年4月2日～平成15年4月1日生まれの新中学校1年生です。

　外国籍で市内の小・中学校に入学を希望する方や、県立中等教育学校、国立、私立の学校に入学する方は、教育総務課へ届け出てください。
[image: 入学通知書を確認してください]





学区外の学校へ入学するなら

　次の場合は、学区外の小・中学校に入学できます。

　①仕事の都合などで、保護者が家庭に不在で自宅以外の場所に下校させるため、預かり先に近い学校に入学させたい②家屋を建築中などで、転入予定地の学校へ入学させたい。

　①は預かり承諾書・就労している同居の方全員の就労証明書②は建築確認書の写しなどを持って、豊原分庁舎1号館1階の教育総務課までお越しください。




義務教育費を援助します

　経済的理由で、小・中学校への就学が困難な方に、学用品費・修学旅行参加費・給食費など、学習に必要な費用の一部を援助します。

　市立小・中学校に在学する児童生徒、または市内在住で県立中等教育学校に在学する生徒がいる家庭。希望者は、通学する学校に届け出てください。

　現在、援助を受けていて、4月以降も引き続き援助を希望する方も新たに申請が必要です。4月に新小学校1年生になる方は入学後すぐに学校に届け出てください。



問：教育総務課　電話：0463-35-8118



[image: まちの話題写真リポート]



色の持つ意味を考える

　まちづくり探偵団が1月31日、美術館でありました。

　「まちのイロイロ」をテーマに、色が持つ意味や、景観の中での色の役割などを学ぶ体験型の講座です。

　市内に工場を持つ関西ペイントから、色彩の専門家を講師に招き、実習を交えながら講義しました。

　演習の最後の課題は、美術館の庭にあるベンチの色彩設計。現地を見た後、どんな色が合うかを子どもたちが考えました。「どの季節でも合う白」「自然に溶け込む茶色」「落ち着いたイメージの青」など、学んだことを生かした活発な意見が出ていました。
[image: 色の持つ意味を考える]
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春の訪れをお知らせ

　一輪一輪ほころび始めた梅が、総合公園を春に染めつつあります。梅林では、さまざまな白梅と紅梅が楽しめます。
[image: 春の訪れをお知らせ]





真っ赤なイチゴをパクリ

　冬の収穫祭が1月17日、ひらつか花アグリでありました。

　花菜（かな）ガーデンでは、平塚産の3種類のイチゴ「さちのか」「とちおとめ」「紅ほっぺ」を試食して品種を当てるクイズを開催。「どれも甘くておいしい」「いい香り」と家族で話しながら、挑戦していました。正解者にはイチゴがプレゼントされました。
[image: 真っ赤なイチゴをパクリ]





火事の無い1年に

　消防出初式が1月10日、総合公園であり、消防職員や消防団員ら622人が参加しました。

　消防車両のパレードや、恒例のはしご乗りなどがあり、親子連れでにぎわいました。消防団・消防署による一斉放水では、色とりどりの水が噴き上がると虹が現れ、会場からは大きな歓声が上がりました。
[image: 火事の無い1年に]





街の玄関にバラ

　バラの植栽式が2月6日、平塚駅北口広場でありました。

　バラは市の特産品として親しまれています。

　この日、植えられたのは四季咲きの「ノックアウト」と、つるバラ「グランデアモーレ」。今はまだ小さな苗木ですが、バラの街ひらつかの玄関口で、これから多くの人を出迎えます。
[image: 街の玄関にバラ]







石巻の教訓を伝える

　防災講演会が2月7日、中央公民館でありました。講師は「災害時相互応援に関する協定」を平塚市と締結している、宮城県石巻市の亀山紘ひろし市長です。

　東日本大震災で実際に被災した現場の写真を交えながらの経験談や、復興の様子などの報告に、400人を超える参加者が真剣に耳を傾けていました。
[image: 石巻の教訓を伝える]







寒空の下で熱い力走

　市内駅伝競走大会を1月11日、開催しました。地区対抗の部は、1～3位までが大会新記録という“高速レース”で、崇善地区が優勝を飾りました。実業団対抗の部は高砂香料が優勝しました。

　ゴールの山城中学校では、激励に訪れた多くの人が「頑張って」「ラストスパート！」などの声援を送っていました。
[image: 寒空の下で熱い力走]





次回納期の市税・手数料



　納付は、便利な口座振替をご利用ください。

①国民健康保険税（第9期）

②後期高齢者医療保険料（第8期）

③介護保険料（第9期）

④清掃し尿従量手数料（第11期）

納期最終日　3月2日（月）

問：①保険年金課　電話：0463-21-8775

②保険年金課　電話：0463-21-9768

③介護保険課　電話：0463-21-8790

④循環型社会推進課　電話：0463-21-8796




[image: 心の防犯灯]


金融機関からのメールは要注意



　金融機関のウェブを装い、カード情報などを盗み取るネットバンキング詐欺の被害が急増しています。平成26年上半期の被害額は約18億5千万円で、前年同期の約9倍に上っています。

　金融機関を名乗り、ウェブのリンク先でカード情報などの入力を促すメールが来たら要注意です。リンクを安易にクリックせず、情報を確認したい場合には、電話などで直接金融機関に問い合わせしましょう。

問：危機管理課　電話：0463-21-9863




がんばれ湘南ベルマーレ

2015年J1リーグ　1stステージ開幕
3月7日（土） 19：00 VS 浦和 BMWス


前売り券

　自由席大人2,600円、小・中学生・高校生800円、シニア1,900円など。チケットは、梅屋・コンビニなどで販売します